
千
葉
・
京
葉
臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
か
ら
排
出
さ
れ

る
二
酸
化
炭
素
を
回
収
し
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
輸
送

し
外
房
沖
の
海
底
地
下
に
貯
留
す
る
と
い
う
計
画
が

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
莫
大

な
費
用
の
出
所
や
、
効
果
や
安
全
性
な
ど
は
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
い
。
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週
刊 新社会

二
件
目
の
指
定

経
済
産
業
省
は
、
２
０

２
５
年
９
月
17
日
、
二
酸

化
炭
素
の
貯
留
事
業
に
関

す
る
法
律
（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業

法
）
に
基
づ
き
、
九
十
九

里
沖
の
一
部
区
域
に
お
け

る
試
掘
の
許
可
申
請
の
受

付
を
開
始
し
た
。
こ
の
区

域
指
定
は
北
海
道
苫
小
牧

沖
（
２
０
２
５
年
２
月
21

日
）
に
次
ぐ
２
件
目
と
な

る
。２

０
２
５
年
２
月
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
」
な
ど
に

基
づ
き
２
０
３
０
年
代
初

頭
か
ら
の
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
開

始
に
向
け
、
支
援
に
取
り

組
む
と
と
も
に
事
業
環
境

整
備
を
進
め
る
と
し
て
い

る
。

日
本
製
鉄
君
津
製
鉄
所

（
将
来
的
に
は
京
葉
臨
海

工
業
地
帯
）
か
ら
発
生
す

る
二
酸
化
炭
素
を
、
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
を
通
し
て
木
更

津
市
、
袖
ヶ
浦
市
、
市
原

市
、
長
柄
町
、
茂
原
市
、

白
子
町
、
九
十
九
里
町
と

房
総
半
島
を
横
断
し
て
運

び
、
九
十
九
里
町
沖
の
海

底
地
下
に
貯
蔵
す
る
と
い

う
も
の
。

こ
れ
程
の
大
規
模
な
事

業
が
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の

通
る
ご
く
狭
い
地
域
へ
の

説
明
の
み
で
、
２
０
２
６

年
度
末
ま
で
に
決
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。

説
明
会
で
は

ま
た
、
２
０
２
５
年
12

月
に
九
十
九
里
町
の
公
民

館
で
開
催
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー

は
、
経
済
産
業
省
と
千
葉

県
が
主
催
し
、
海
底
の
試

掘
に
向
け
、
国
の
Ｃ
Ｃ
Ｓ

政
策
に
つ
い
て
お
お
ま
か

に
説
明
す
る
だ
け
の
も
の

だ
っ
た
。

説
明
会
２
時
間
の
う
ち

１
時
間
半
近
く
が
、
千
葉

県
の
地
球
温
暖
化
対
策
や

国
全
体
の
Ｃ
Ｃ
Ｓ
政
策
、

苫
小
牧
の
実
証
事
業
の
紹

介
な
ど
に
費
や
さ
れ
、
肝

心
の
九
十
九
里
で
の
計
画

に
つ
い
て
は
ご
く
簡
単
に

触
れ
ら
れ
た
の
み
で
、
質

疑
応
答
は
約
30
分
、
質
問

者
４
人
で
打
ち
切
ら
れ
た
。

参
加
者
か
ら

質
問
で
以
下
の
指
摘
が

な
さ
れ
た
。

ＣＯ を九十九里沖に封入!?

・
二
酸
化
炭
素
圧
入
の
環

境
へ
の
影
響
、
リ
ス
ク
は
。

地
震
で
漏
れ
る
お
そ
れ
は

な
い
の
か
。

・
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

・
首
都
圏
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
株

式
会
社
が
出
席
し
て
お
ら

ず
、
説
明
も
な
い
の
は
お

か
し
い
。

・
水
産
業
関
係
者
お
よ
び

漁
業
へ
の
影
響
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

（

国

際

環

境

Ｎ

Ｇ

Ｏ

「
Ｆ
ｏ
Ｅ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

こ
の
計
画
は
実
績
も
な

く
、
多
く
の
人
が
知
ら
さ

れ
て
い
な
い
。
は
っ
き
り

し
て
い
る
の
は
建
設
に
伴

う
利
権
だ
。
今
後
の
動
き

に
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。週刊「新社会」

購読お願いします
月額 ７００円

郵送料 １６８円

「
大
日
本

帝
國
皇
位
ハ

宗

ノ

皇

統
ニ
シ
テ
男

系
ノ
男
子
之
ヲ
繼
承
ス
」

（
明
治
二
十
二
年
二
月
十

一
日
・
皇
室
典
範
第
一
条
）
。

男
系
男
子
限
定
は
明
治
政

権
が
こ
れ
に
よ
り
決
め
た

に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
昭
和

二
十
二
年
の
現
皇
室
典
範

も
こ
れ
を
踏
襲
し
た
▼
高

市
政
権
が
皇
室
典
範
改
定

に
こ
だ
わ
る
の
は
、
皇
位

継
承
が
近
い
将
来
危
ぶ
ま

れ
て
き
た
か
ら
で
、
身
分

制
度
の
復
活
の
ご
と
く
に
、

旧
皇
室
か
ら
養
子
を
と
る

案
等
を
検
討
中
だ
。
だ
が

「
男
系
男
子
」
に
固
執
す

れ
ば
、
将
来
に
わ
た
っ
て

天
皇
制
が
安
泰
で
あ
る
保

証
は
な
い
▼
「
日
本
は
二

千
年
も
の
間
、
万
世
一
系

の
国
で
あ
り
世
界
に
例
が

な
い
。
女
系
や
女
性
で
は

Ｙ
染
色
体
が
途
切
れ
日
本

で
な
く
な
る
」
と
保
守
派

は
言
う
。
こ
れ
は
も
う
カ

ル
ト
で
あ
り
、
時
代
錯
誤

の
男
尊
女
卑
で
あ
る
▼
で

は
な
ぜ
固
執
す
る
の
か
。

「
万
世
一
系
の
皇
国
史
観

中
毒
」
で
あ
り
、
偽
保
守

派
の
思
想
信
条
の
主
柱
だ

か
ら
で
あ
る
。
天
皇
制
を

存
続
し
た
い
の
な
ら
、
第

一
条
を
削
除
す
れ
ば
い
い
。

天
皇
家
の
人
た
ち
も
、
同

じ
「
人
間
」
な
の
だ
か
ら
。

高
市
首
相
は
、
統
一

教
会
や
裏
金
問
題
な
ど

で
全
く
自
信
を
な
く
し
、

自
身
の
人
気
を
頼
り
に

通
常
国
会
で
の
所
信
表

明
す
ら
せ
ず
、
全
く
の

自
己
都
合
に
よ
る
博
打

的
な
解
散
総
選
挙
に
打
っ

て
出
た
。

２
月
８
日
投
開
票
さ

れ
た
衆
議
院
選
挙
は
自

民
党
が
戦
後
最
多
の
３

１
６
議
席
を
獲
得
し
、

単
独
で
３
分
の
２
を
超

え
た
。

首
相
は
、
こ
の
選
挙

結
果
を
得
て
「
国
論
を

二

分

す

る

政

策

」

に

つ

い

て

「

国

民

の

信

頼

を

得

た
」
と
し
、
「
憲
法
改

正
に
向
け
た
挑
戦
も
進

め
る
」
と
言
及
し
た
。

し
か
し
、
有
権
者
の

う
ち
自
民
党
に
投
票
し

た
人
の
割
合
（
絶
対
得

票
率
は
）
26
・
９
％
で

あ
り
、
決
し
て
「
国
民

の
信
頼
を
得
た
」
な
ど

と
は
言
え
な
い
。

さ
ら
に
、
「
国
論
を

二
分
す
る
政
策
」
の
中

身
は
何
も
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
。
選
挙
に

望
ん
だ
有
権
者
は
、
物

価
高
に
よ
る
生
活
苦
を

何
と
か
し
て
ほ
し
い
と

投
票
し
た
に
違
い
な
い
。

各
党
も
こ
ぞ
っ
て
消
費

税
減
税
を
訴
え
た
で
は

な
い
か
。

高
市
首
相
は
、
２
月

18
日
の
自
民
党
両
院
総

会
で
「
憲
法
改
正
、
皇

室

典

範

の

改
正
に
し
っ

か

り

と

挑

戦

す

る

」

と
述
べ
た
。

今
後
は
、
安
保
三
文

書
改
定
、
ス
パ
イ
防
止

法
、
武
器
輸
出
完
全
解

禁
、
改
憲
案
の
国
会
提

憲
法
守
る
正
念
場

出
、
非
核
三
原
則
見
直

し
な
ど
を
強
引
に
進
め

る
と
予
想
さ
れ
る
。

私
た
ち
は
、
昨
年
末

か
ら
始
ま
っ
た
日
本
共

産
党
、
社
会
民
主
党
、

新
社
会
党
、
沖
縄
の
風

に
よ
る
新
し
い
塊
を
軸

に
、
「
憲
法
と
平
和
と

人
権
を
守
る
」
ね
ば
り

強
い
闘
い
を
地
域
か
ら

押
し
上
げ
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

とめよう原発
３月７日（土）

代々木公園Ｂ地区

午後１時開会



昨
年
12
月
、
仲
間
た
ち

と
銚
子
市
内
観
光
に
行
っ

た
。
銚
子
観
光
と
い
え
ば

灯
台
や
魚
市
場
、
醤
油
工

場
が
有
名
だ
が
、
私
の
思

い
出
は
高
校
生
の
時
に
Ｊ

Ｃ
Ｓ
（
呼
び
出
し
符
号
）

局
（
銚
子
無
線
電
報
局
）

の
モ
ー
ル
ス
信
号
を
受
信

し
Ｑ
Ｓ
Ｌ
（
あ
な
た
の
信

号
を
受
信
し
た
）

カ
ー
ド
を
受
け

取
っ
た
こ
と
だ
。

・
ー
ー
ー

ー
・
ー
・
・・・

（
ト
ツ
ー
ツ
ー

ツ
ー

ツ
ー
ト

ツ
ー
ト

ト
ト

ト
＝
Ｊ
Ｃ
Ｓ
）

高
校
生
が
プ
ロ

通
信
士
の
打
つ

英
文
１
分
間
60

字
の
ス
ピ
ー
ド
を
読
み
取

る
こ
と
は
不
可
能
に
近
く
、

周
波
数
を
合
わ
せ
て
こ
れ

が
Ｊ
Ｃ
Ｓ
の
電
波
だ
ろ
う

と
受
信
証
明
書
を
郵
送
し

た
ら
、
カ
ー
ド
が
届
き
大

事
に
保
管
し
た
。

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
の
沈

没
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
モ
ー
ル
ス
信

号
を
発
信
し
救
助
を
求
め

た
の
は
有
名
だ
。

銚
子
無
線
電
信
局
は
１

９
０
８
年
（
明
治
41
年
）

に
開
局
し
、
太
平
洋
・
大

西
洋
上
の
船
舶
を
対
象
に

通
信
業
務
を
続
け
て
き
た
。

ま
た
、
南
極
昭
和
基
地
と

の
年
賀
電
報
の
や
り
と
り

な
ど
国
民
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
職
場
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
１

９
９
６
年
３
月
に
廃
局
を

断
行
し
た
。
廃
局
反
対
運

動
は
銚
子
市
長
を
は
じ
め

市
議
会
、
市
民
の
支
援
を

受
け
、
全
国
的
、
世
界
的

な
運
動
へ
広
が
り
、
職
場

の
無
線
通
信
士
は
強
制
配

転
・
廃
局
無
効

を
裁
判
に
訴
え

た
が
最
高
裁
で

敗
訴
し
た
。

さ
て
観
光
は
、

古
い
蔵
を
改
造

し
た
お
店
で
、

少
し
奮
発
し
て

美
味
し
い
刺
身

盛
り
合
わ
せ
を

満
喫
し
大
満
足
。

次
い
で
犬
吠

埼
灯
台
か
ら
「
地
球
が
丸

く
見
え
る
丘
展
望
館
」
に

行
き
、
３
６
０
度
の
大
パ

ノ
ラ
マ
は
本
当
に
太
平
洋

が
一
望
で
き
、
地
球
が
丸

く
見
え
る
こ
と
を
実
感
で

き
み
ん
な
で
感
激
し
た
。

１
９
９
６
年
ま
で
キ
ャ

ベ
ツ
畑
の
中
に
Ｊ
Ｃ
Ｓ
の

壮
大
は
短
波
の
ア
ン
テ
ナ

が
群
立
っ
て
い
た
の
だ
ろ

う
と
思
い
つ
つ
銚
子
市
観

光
は
終
わ
っ
た
。
【
和
田
】

（2）2026年3月 新 社 会 (1988年1月18日第3郵便物認可)

大
利
根
や
坊
主
頭
の
蜆
取

水
明

森
永
製
菓
は
２
月
18
日
、

コ
コ
ア
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子

な
ど
８
品
目
を
５
～
40
％

値
上
げ
す
る
と
発
表
し
た
。

明
治
は
２
月
９
日
、
常

温
ク
リ
ー
ム
を
３
月
１
日

出
荷
分
か
ら
約
30
％
値
上

げ
す
る
と
発
表
し
た
。
２

７
５
円
か
ら
３
５
６
円
に

値
上
げ
す
る
。
同
商
品
は

２
０
２
４
年
10
月
１
日
出

荷
分
か
ら
値
上
げ
し
て
以

来
の
値
上
げ
と
な
る
。

フ
ァ
ミ

リ
ー
マ

ー
ト

は
、
店
頭
コ
ー
ヒ
ー
の
一

部
６
品
目
を
平
均
４
％
値

上
げ
。
Ｓ
サ
イ
ズ
は
１
４

５
円
か
ら
１
５
０
円
に
値

上
げ
す
る
。
値
上
げ
は
９

カ
月
ぶ
り
。
コ
ー
ヒ
ー
Ｓ

サ
イ
ズ
の
場
合
、
直
近
１

年

の
値

上
げ

幅
は
15

％

（
20
円
）
と
な
る
。

「
パ
ン
ド
ラ
の
箱
」

と
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に

由
来
す
る
話
。

こ
の
箱
を
開
け
る
と

不
幸
や
災
い
が
世
界
中

に
広
が
る
「
触
れ
て
は

い
け
な
い
も
の
」
「
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
問

題
を
引
き
起
こ
す
原
因

を
つ
く
る
」
の
例
え
と

し
て
、
奢
る
人
間
に
対

し
て
の
戒
め
を
説
い
た

話
だ
。

ゼ
ウ
ス
に
よ
っ
て
人

類
最
初
の
女
性
と
し
て

誕
生
さ
せ
た
パ
ン
ド
ラ

に
、
世
の
中
の
あ
ら
ゆ

る
災
い
を
閉
じ
込
め
た

箱
を
「
決
し
て
開
け
て

は
な
ら
な
い
」
と
言
っ

て
渡
す
。
と
こ
ろ
が
パ

ン
ド
ラ
は
好
奇
心
に
負

け
て
箱
を
開
け
て
し
ま

う
。
す
る
と
そ
こ
か
ら

疫
病

、
犯
罪

、
飢
餓
な

ど
が
飛
び
出
し
て
き
た
。

急
い

で
閉
め

た
箱
の
中

に
「
希
望
」
だ
け
が
残
っ

た
。パ

ン
ド
ラ

の
箱
は
す

で
に

安
倍
政

権
に
よ
っ

て
開

け
ら
れ

て
し
ま
っ

た
。

集
団
的

自
衛
権
の

閣
議

決
定
・

安
保
法
制

箱
に
残
っ
た
「
希
望
」

物価高で悲鳴

物
価
高
騰
で
生
活
が
大
変
と
多
く
の
人
が
感

じ
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
人
は
対
応
力
が
あ

り
、
置
か
れ
た
状
況
に
す
ぐ
に
慣
れ
て
し
ま
う

よ
う
だ
。

実
情
は
ど
う
な
の
か
、
ネ
ッ
ト
情
報
や
、
仲

間
の
声
を
拾
っ
て
み
た
。

季
語
は
蜆
取
（
し
じ
み
と
り
）
で
春
。
し
か
し
、

夏
の
土
用
蜆
、
冬
の
寒
蜆
な
ど
も
滋
養
が
あ
り
好

ま
れ
る
。
取
る
に
は
浅
い
川
や
湖
で
は
、
笊
な
ど

ざ
る

を
用
い
て
水
底
よ
り
砂
ご
と
掬
い
取
る
。
掲
句
の

そ
れ
は
利
根
川
で
の
も
の
。
利
根
川
の
中
州
あ
た

り
に
蜆
の
生
息
地
が
あ
り
、
そ
こ
ま
で
は
手
漕
ぎ

ボ
ー
ト
を
使
う
。
中
州
は
浅
い
の
で
手
で
も
簡
単

に
取
れ
る
。
種
を
明
か
す
と
こ
の
坊
主
頭
は
筆
者
。

高
校
生
の
頃
の
体
験
で
あ
る
。
南
京
袋
い
っ
ぱ
い

の
収
穫
で
あ
っ
た
。

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
は
、

２
０
２
５
年
４
月
に
、
お

に
ぎ
り
や
弁
当
、
す
し
な

ど
計
37
品
の
価
格
を
引
き

上
げ
て
い
た
が
、
さ
ら
に

今
年
２
月
12
日
、
お
に
ぎ

り
や
弁
当
を
順
次
値
上
げ

す
る
と
発
表
し
た
。
対
象

の
商
品
数
は
計
29
品
で
、

値
上
げ
幅
は
平
均
で
９
％
。

新
聞
代
は
、
朝
日
新
聞

（
夕
刊
含
む
）
が
４
４
０

０
円
か
ら
４
９
０
０
円
。

あ
ら
ゆ
る
商
品
や
料
金

が
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
だ
。

特
に
食
料
品
の
値
上
げ
は

影
響
が
大
き
い
。
そ
の
中

で
も
米
は
、
「
家
計
簿
見

た
ら
、
２
０
２
０
年
に
玄

米
５
㎏
１
５
０
０
円
だ
っ

た
の
が
今
年
は
４
０
０
０

円
を
超
え
た
」
と
い
う
声
、

ま
さ
に
５
㎏
４
０
０
０
円

台
で
高
止
ま
り
し
て
い
る
。

「
卵
ワ
ン
パ
ッ
ク
２
０

０
円
ほ
ど
が
３
０
０
円
を

超
え
た
し
、
卵
や
玉
葱
は

小

さ

く

な

っ
て

い

る

」

「
ス
ー
パ
ー
の
安
売
り
時

間
や
賞
味
期
限
前
の
値
引

き
商
品
を
狙
う
」
「
妻
の

買
い
物
の
待
ち
時
間
に
飲

む
コ
ー
ヒ
ー
が
半
分
に
な
っ

て
い
る
。
」
「
ス
ー
パ
ー

で
ち
ょ
っ
と
買
い
物
す
る

と
３
０
０
０
円
以
上
に
な

る
。
以
前
は
２
０
０
０
円

代
で
済
ん
だ
の
に
エ
ッ
と

思
う
。
菓
子
類
な
ど
内
容

量
を
減
ら
し
て
る
。
こ
れ

も
一
種
の
企
業
努
力
だ
」

な
ど
な
ど
。

値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
は
今

後
も
続
く
、
後
期
高
齢
者

の
健
康
保
険
料
の
引
き
上

げ
も
決
定
し
た
。
千
葉
市

水
道
料
金
も
４
月
か
ら
値

上
げ
が
決
ま
っ
て
い
る
。

高
市
首
相
は
、
２
年
間

限
定
の
食
料
品
消
費
税
廃

止
は
「
悲
願
」
だ
と
言
っ

た

。
「

財

源

は

」

と
か

「
国
民
会
議
で
検
討
」
だ

の
「
夏
前
に
と
り
ま
と
め
」

な
ど
と
言
っ
て
な
い
で
ア

メ
リ
カ
へ
の
投
資
80
兆
円

や
軍
事
増
強
５
年
間
で
43

兆
円
み
た
い
に
さ
っ
さ
と

決
め
て
欲
し
い
。

食
料
品
の
消
費
税

廃
止
を
一
番
に

（
戦
争
法
）
の
強
行
採

決
・
原
発
政
策
の
推
進
・

辺
野
古
新
基
地
建
設
強

行
等
々
。
そ
し
て
今
回

の
総
選
挙
で
３
１
６
議

席
を
獲
得
し
た
高
市
政

権
は
「
戦
争
の
で
き
る

国
」
づ
く
り
に
ま
っ
し

ぐ
ら
に
突
き
進
も
う
と

し
て
い
る
。

箱
に
残
っ
た
「
希
望
」

を
頼
り
に
「
環
境
・
平

和
・
人
権
・
正
義
」
を

掲
げ
闘
い
続
け
よ
う
。


